
あなたも「まちづくり」に関わってみませんか
廿日市市では、市民主体のまちづくりを協働※で進めていくための基本的なルールを定めた「協働によるまちづくり基本
条例」を平成⚒⚔年⚔月に施行しました。
条例では、さまざまな人や団体とつながりながら、まちづくりに関わることで、暮らしやすいまちになるとしています。
そのようなまちを実現するための活動が市内各所で広がっています。あなたもまちづくりに関わってみませんか。
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寄り添い応援する－。
子どもを取り巻く環境が変化する中、
地域の力が不可欠となっています。

「学校の応援団」の皆さんの声
・子どもたちの指導をするのはあくまでも先生です。先生
が教えることが子どもたちにちゃんと伝わるような「支
援」を心掛けています。
・応援団が今後も続いていくためにも、次の世代への声掛
けをしていかなければならないと思っています。
・より多くの地域の人に関わってもらえるように、支援者
側のつながりも広げていきたいです。

国的に少子高齢化が進
展する中、廿日市市で
も、⚒⚐⚒⚕年には⚖⚕歳

以上の高齢者の割合が⚓⚕．⚓％に
なると予測されています。
　こうした人口構成の変化に対
応し、暮らしやすい地域社会を
維持するためには、まちづくり
に多くの人が関わり、互いにつ
ながりながら力を発揮すること
が大切です。
　今回紹介した「学校の応援団」
の皆さんが地域の子どもたちを
見守り育てるように、まちづく
りに関わり、暮らし心地をよく
していくことが生きがいや満足
感にもつながると考えています。
　まちづくりに参加することは
難しいことではありません。地

域の一斉清掃や、祭りへの参加
など、身近なことから、気軽に
参加してみませんか。
　市民活動センターは、ＮＰＯ
やボランティアなどのまちづく
り活動団体や、これから活動を
始めたいと思っている市民を支
援している施設です。
　市のまちづくりに関して、気
軽に話し合い、出会いにつなが
る場として「まちづくり交流会
in はつかいち」や、日常的にま
ちづくりに関して話し合える場
として「まちづくりサロン」を
開催しています。
　何か地域で始めてみたい、ま
ちづくりに関わってみたいと
思ったら、迷わずお越しくださ
い。

まずは「気軽に」参加してみましょう全
市民活動なんでも相談日

　市民活動センターでは、市民活動団体や市民の皆
さんのニーズに合わせ、さまざまな相談ごとを皆さ
んと一緒に考えることができるよう、相談窓口を設
置しています。　問合せ　協働推進課緯荏⚓⚘⚑⚐
相談日時　毎月第⚒木曜日、第⚔土曜日⚑⚓時～⚒⚐時
※原則、予約制
※日程は、変更になることがあります。詳しくは、
市民活動センターホームページ、フェイスブック
などをご覧ください

協働推進課長
 小  田     豊 
お だ   ゆたか

進む、協働によるまちづくり

※市民の皆さんや市役所、大学、企業などが互いを理解、信頼し、自主性を尊重して共通する目的に向かって連携、協力し合う取り組み

※市民活動センター情報は、センターおよび市公式ホームページ、フェイスブック、館内情報コーナーでお知らせしています 20広報はつかいち平成⚒⚘年⚓月号

市民活動なんでも相談日

広報はつかいち平成⚒⚘年⚓月号21

市民のページ Vol.4
　
このページは、廿日市市⚕地域のコミュニティや市民活動団体で活動している市民の皆さんが
集まり、企画・作成したものです。スタッフ：正木康章（廿日市）　山田耕造・伊藤里美（佐
伯）　能島美緒・西村智恵（吉和）　大島久典・文理一男・松本妙子（大野）　野村直（宮島）
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編集会議の様子。
場所は市民活動センター。
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福島県出身
リトミック※講師

子育て

文　化

文　化 廿日市 創造力豊かに
成長する

子どもたちを
見守る 小  川  妙  子 さんお がわ たえ こ

京都府出身
現代詩文書作家

 山  田  艶  子 さん　吉和地域出身やま だ つや こ

フラダンス、生け花講師
↑野の花いけばな教室（写真左端）。

↑市民センター講座の様子。
※音楽を使って身体的・感覚的・知
的に子どもを育成すること
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↑地域で開催される創作展用の看板
を制作している様子。
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問い合わせ　協働推進課緯荏⚓⚘⚑⚐・姉荏⚓⚗⚔⚒次回も「市民のページ」をお楽しみに！
今後もさまざまなテーマで、地域で活動する
人や団体、魅力を紹介していきます。

情報を寄せてください
・地域で市民活動に取り組んでいる人、団体
・地域の旬なイベント
・広く知られていない文化やスポットなど

農　業 山  本  千  内 さんやま もと ち な

愛媛県出身　中岡農園
↑⚗カ月の千草（ちぐさ）ちゃんを
おぶって農作業。気合が入ります。
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宮　島漁　業 小 こ 西  美  代  子 さんにし み よ こ

広島市出身
浜毛保漁協・参事

↑「手掘りあさり」の干潟（磯）の
様子。
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